
● 日本一、学校林に近い学び舎
や

　「校舎を出たら、そこはもう林間」。長野県伊那市
立伊那西小学校を象徴する言葉です。創立から75年、
地域の方々が「祖父や父の代から」と大切に守り継
いできた約１.３ヘクタールの学校林、通称「林間」。
ここは単なる遊び場ではなく、子どもたちが本物の
自然に問いを立て、解決策を見いだしていく「生き
た教室」です。私たちは「林間は私たちの教室だ」
という合言葉を掲げ、生活科や理科、総合的な学習
の時間など、教育課程のあらゆる場面にこのフィー
ルドを位置付けています。

● �子どもたちが本物の自然と触れ合いながら進める
林間での活動

　本校の象徴的な活動の一つに、全校児童で取り組
む「林間マラソンコース」の整備があります。約800
メートルの起伏に富んだコースは、子どもたちの手
によって維持されています。夏場、生い茂った草木
でコースがふさがると、高学年をリーダーとした縦
割り班の仲間と協力し、鎌を手に草を刈り、時には
根を掘り起こして道を整備します。「自分たちが走る
場所を自分たちの手で整える」という経験は、不便
を嘆くのではなく、自らの環境を自らの意思で改善
していく「主体的な学び」そのものです。
　整えられたコースを、朝の澄んだ空気の中で駆け
抜ける。その一歩一歩が、子どもたちのたくましい
心身を育んでいます。また、林間の木をみんなで伐
採して、翌年のシイタケ菌打ちに利用して、林間を
通して命のサイクルを学んでいることも伊那西小学
校ならではの姿です。

● 遊びを「探究」へ、体験を「貢献」へ
　林間での学びは、常に子どもたちの「やりたい」と
いう好奇心から始まります。例えば、理科の「もの
の燃え方」では、空き缶で自作コンロを作り、林間
の枝を拾って、火をおこす試行錯誤を繰り返します。
そこで得た「空気穴の重要性」という知識は、単なる
教科書上の正解ではなく、寒い冬の日に下級生へ振
る舞うラーメンを作るための「知恵」へと昇華され
ます。また、１年生の時に決めた「私の木」を６年
間見守り続ける定点観察も行っています。３年生の

「風とゴムの働き」の単元では、理科室で台車をゴム
で引っ張って学ぶのが多くの学校で行われている授
業ですが、本校では「私の木｣から切り出したＹ字の
木を使ってパチンコを製作し、どんぐりの実を飛ばし
て楽しく経験を積んだ後に、ゴムをひく長さと飛んだ
距離の関係を考える授業を行ったりしています。

● 地域の大切な宝としての学校
　現在、本校は小規模特認校として、全国から多様
な背景を持つ子どもたちが集まっています。令和８
年度は全校児童の半数が、この「森の教育」を求め
て教育移住や特認校制度で通っている子どもたちで
す。人口減少という課題を抱える地域にとって、地
域総出で子どもたちを育む場となっています。

● 子どもが自然と共に学ぶ学校
　伊那市の教育理念「はじめに 子どもありき」。こ
の言葉と林間での活動を融合させながら、私たちは
これからも、子どもたちが自ら大地に根を張り、林
間という最高の教室で、高く枝を伸ばしていく姿を
温かく伴走し続けていきたいと考えています。
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① �林間マラソンの様子。約800メートルのマラソンコースは、
専門家の指導の下、子どもたちの手で整備されている。

② �林間でタケノコ掘りをする４年生。

③ �作ったパチンコの試し打
ちをする３年生。

④ �学校から谷を見下ろすと、
南アルプスが一望できる。
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のマラソンコースを整備するため、
子どもたちが根っこを切っている様子。
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